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１ 学習の到達目標 

  ベクトル、平面上の曲線と複素数平面の理解を深め、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に考察し表現する能力を養うと

ともに、それらを活用する態度を育てる。 

２ 学習の計画及び評価方法 
              

月 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等 

4 １章 ベクトル     

  １節 平面上のベクトル 

 

  

  １ ベクトルの意味 平面上のベクトルの概念を理解するとともに、ベクトルに関する基本的な用語・記号を理解す

る。 

課題レポート、授業時の様子 

  ２ ベクトルの加法・減法・実数倍 ベクトルの和・差および実数倍について理解し、それらの演算について数の演算と同様の法則

が成り立つことを理解する。また、ベクトルの平行・分解について理解する。 

課題レポート、授業時の様子 

5 ３ ベクトルの成分 ベクトルを成分で表し、成分でのベクトルの計算を理解する。 課題レポート、授業時の様子 

  ４ ベクトルの内積 ベクトルの内積を定義し、２つのベクトルの内積を求める。 課題レポート、授業時の様子 

   

 

 ２節 ベクトルの応用  

 

 １ 位置ベクトル 位置ベクトルの意味を理解する。また，図形上の点を位置ベクトルで表現し、いくつかの位置ベ

クトルの間の関係から図形の性質を調べる。 

課題レポート、授業時の様子 

 ２ ベクトル方程式 直線や円のベクトル方程式を理解する。 課題レポート、授業時の様子 

 １学期中間考査  課題レポート、授業時の様子 

   定期考査 

6 ３節 空間におけるベクトル  

 

 １ 空間における座標 空間の直線や平面の位置関係を理解する。空間の点の座標を定義し、空間における２点間の

距離を求める。 

課題レポート、授業時の様子 

 ２ 空間におけるベクトル 空間内でのベクトルの定義を理解する。また，空間内でのベクトルの内積の定義を理解し、２つ

のベクトルの内積を求める。 

課題レポート、授業時の様子 

 ３ 位置ベクトルと空間図形 空間においても位置ベクトルが平面上の場合と同様に定義できることを理解し、内分点・外分

点の位置ベクトルを求める。 

課題レポート、授業時の様子 

    

7 ２章 平面上の曲線   

 １節 ２次曲線  課題レポート、授業時の様子 

 １ 放物線 放物線の焦点、準線などについて理解する。 課題レポート、授業時の様子 

 ２ 楕円 楕円の方程式からグラフを描く。 課題レポート、授業時の様子 

 ３ 双曲線 双曲線の定義及び焦点、漸近線などについて理解し、その方程式の標準形を求める。 課題レポート、授業時の様子 

 ４ ２次曲線の平行移動 図形の平行移動を方程式で表す方法を理解する。 課題レポート、授業時の様子 

 ５ ２次曲線と直線 2次曲線と直線の位置関係と判別式 Dの関係を理解する。 課題レポート、授業時の様子 

 ６ ２次曲線と離心率 2次曲線とその離心率の関係を理解する。 課題レポート、授業時の様子 

 １学期期末考査  定期考査 

    

9 ２節 媒介変数表示と極座標   

 １ 曲線の媒介変数表示 曲線の媒介変数表示を理解する。 課題レポート、授業時の様子 

 ２ 極座標と極方程式 直交座標と極座標の関係を理解し、直交座標で表された図形の方程式を極方程式で表す。 課題レポート、授業時の様子 

 ３ いろいろな曲線 ﾘｻｰｼﾞｭ曲線や正葉曲線など、いろいろな曲線の特徴を理解する。 課題レポート、授業時の様子 

     

  ３章 複素数平面   

  １節 複素数平面   

  １ 複素数平面 複素数平面上の複素数の和・差・実数倍とベクトルの和・差・実数倍の関係を理解する。 課題レポート、授業時の様子 



  ２ 複素数の極形式 複素数の積・商と複素数平面上の回転移動の関係を理解する。 課題レポート、授業時の様子 
 

３ ド・モアブルの定理 ド・モアブルの定理を用いて複素数の n乗根を求める。 課題レポート、授業時の様子 

     

10  ２節 図形への応用   

  １ 複素数平面の図形 複素数平面上の三角形の形状を調べる。 課題レポート、授業時の様子 
 

２ 複素数と角 複素数を用いて角を表す。 課題レポート、授業時の様子 

  ２学期中間考査  定期考査 

      

11  総合演習 ３学年の数学を総復習して、総合的な数学の力を身につける。 課題レポート、授業時の様子 

      

12  ２学期期末考査  定期考査 

  

 

  

1  総合演習 ３学年の数学を総復習して、総合的な数学の力を身につける。 課題レポート、授業時の様子 

３ 評価の観点         

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

観点の趣旨 

 数学における基本的な概念、原理・法則など

を体系的に理解し、知識を身につけている。

事象を数学的に表現・処理する仕方や推論の

方法などの技能を身につけている。 

事象を数学的に考察し表現したり、思考の過程

を振り返り多面的・発展的に考えたりすることなど

を通して、数学的な見方や考え方を身につけて

いる。 

 数学の論理や体系に関心をもつとともに、

数学のよさを認識し、それらを事象の考察

に積極的に活用して数学的論拠に基づい

て判断しようとする 

評価の材料 

授業時の様子 

課題レポート・確認テスト 

定期考査 

授業時の様子 

課題レポート・確認テスト 

定期考査 

授業時の様子 

課題レポート・確認テスト 

定期考査 

４ 評価方法  

評価方法  知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度の 3観点の評価から総合的に評価する。 

５ 担当者からのメッセージ 

確かな学力を身につける 

ためのアドバイス 

 数学の学習では、暗記をしてもあまり意味はありません。「なぜそうなるのか」というのをしっかりと考え理解して活用

しましょう。どうしても計算が多くなってしまいますが、計算は数学の基礎を担う大切な部分であっても、数学のすべ

てではありません。数学を学習していく中で数学的な見方や考え方を育み、いろいろな事柄にも筋道をたてて取り

組んでいけるようになります。数学の学習を通して、見通しをもち筋道立てて考え判断できる力を身に付け、活用し

ていってもらえればと思います。 

授業を受けるに当たって 

守って欲しい事項 

授業を大切に。学習の基本はなんといっても授業です。授業には常に真剣な気持ちで取り組んでください。これ

は数学に限らずどんな授業でも共通です。自分の興味や受験科目に当てはまらないからと言ってやらなくていい理

由にはなりません。自分の進路選択にきちんと責任を持って取り組んでください。 

 


